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聖童
体宮
司℃活

久花
礼と
拝警
のお

レ体
化

iを
実有
施り

一
九
五
五
年
二
月
二
十
五

日
、
当
時
の
教
皇
ピ
オ
十
二
世

は
、
鹿
児
島
使
徒
座
知
牧
区
を

司
教
区
に
昇
格
さ
せ
て
鹿
児
島

教
区
と
名
付
け
た
。
初
代
司
教

は
里
脇
浅
次
郎
司
教
。
今
年
は

そ
の
五
十
周
年
に
当
た
る
。
教

皇
直
轄
の
知
牧
区
か
ら
独
り
立

ち
し
、
司
教
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

か
ら
五
十
周
年
を
迎
え
た
の
で

あ
る
。
こ
の
記
念
の
年
に
当
た

り
、
現
在
次
の
行
事
を
行
う
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

今
月
二
十
七
日
に
、
カ
テ
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道標

空警
云自
主長室
え
を

ド
ラ
ル
で
記
念
行
事
開
始
ミ
サ

を
行
う
こ
と
。
聖
体
の
年
と
重

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
小

教
区
の
活
性
化
と
教
区
の
一
体

化
を
意
向
と
し
て
教
区
内
で
聖

体
永
久
礼
拝
の
リ
レ
ー
を
す
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
九
月
十
九
日

（
月
）
に
五
十
周
年
記
念
ミ
サ

を
し
、
こ
の
中
で
終
身
助
祭
叙

階
式
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

聖
体
永
久
礼
拝
に
つ
い
て

今
月
二
十
七
日
（
日
）
カ

テ
ド
ラ
ル
で
の
ミ
サ
の
後
、
聖

体
永
久
礼
拝
を
行
う
。
以
後
、

司
教
区
昇
格
印
周
年
を
迎
え
る

学
び
直
し
ま
し
ょ
う

主
日
ご
と
に
教
区
内
二
九
小
教

区
と
修
道
会
が
リ
レ
ー
す
る
。

各
小
教
区
、
修
道
会
の
実
施
日

は
、
別
表
の
と
お
り
。

教
区
報
で
は
、
毎
月
、
永

久
礼
拝
の
実
施
さ
れ
る
教
会
を

紹
介
す
る
。
最
初
に
実
施
さ
れ

る
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教

会
に
つ
い
て
は
今
月
号
五
面
に

掲
載
。終

身
助
祭
叙
階
に
つ
い
て

教
区
の
宣
教
態
勢
を
強
化

し
、
ま
た
教
区
の
司
牧
・
宣
教

に
お
け
る
信
徒
の
役
割
の
意
識

高
揚
と
積
極
的
参J
加
を
促
す
一

つ
の
し
る
し
と
し
て
、
こ
の
記

念
の
年
に
行
う
。

終
身
助
祭
と
は
生
涯
、
助

祭
と
し
て
教
会
に
奉
仕
す
る
聖

（金）司教区昇格記念日

（日）記念行事開始ミサ・終身助祭候補者認

定式（糸永司教司式）

午前9時カテドラル

聖体永久礼拝リレー始まる

（月）司教区昇格50周年記念ミサ・終身助祭

叙階式 カテドラル

現在決まっている50周年記念行事

9月19日

2月25日

2月27日

職
者
で
、
独
身
男
性
だ
け
で
な

く
、
結
婚
生
活
を
続
け
て
い
る

人
に
も
な
る
資
格
が
あ
る
。

ま
た
今
月
は
、
特
集
と
し

て
、
司
教
区
昇
格
当
時
の
状
況

を
思
い
起
こ
す
た
め
、
当
時
を

知
る
方
々
に
よ
る
座
談
会
を
一

月
八
日
に
行
っ
た
（
三
、
四
面
）
。

司教祝聖式（1955年5月38）の後、鹿児島の司祭、

信者とともに記念撮影。最前列左から5人目が里脇

司教（長崎・中町教会で）

で
、
暴
力
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
悪
を
強
く
非
難
し
、
平

和
と
は
、
悪
が
善
に
よ
っ
て
打

ち
負
か
さ
れ
る
と
き
に
の
み
も

た
ら
さ
れ
る
、
長
く
て
、
辛
抱

強
い
闘
い
の
成
果
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。

同
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
要
約
を

二
面
に
紹
介
す
る
。

教
一皇

メ世天
川界ネ

石平パ
i和ゥ
ジ の 竺

日面

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二

世
は
、
二

O
O五
年
「
世
界
平

和
の
日
（
一
月
一
日
）
」
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。
こ
の
中

司教区昇格に関する教皇ピオ12世書簡（部分）

日本にある鹿児島使徒座知牧区は、在俗司祭の熱心な働きによって

キリスト教信仰の少なからぬ増大があるとのことで、また、その地域

が教区の形になりだれか優れた司教の権威に委ねられるならば、少な

からぬ進展が見られるであろうと期待されます。

私は喜んで布教聖省の助言を吟昧し、日本にある鹿児島使徒座知牧

区を司教区に昇格させて鹿児島教区と名付け、これを治めるべく邦人

司祭たちに委ねます。彼らはこれまで恐れることなく勤勉に人々の魂

の救いのために闘ってきました。それゆえ相応しい賞賛の証が与えら

れて然るべきであると考えます。

鹿児島教区の区域は、そこから始まった使徒座知牧区の全域を含む

だけではなく、一般に奄美大島と呼ばれている島々も含みます。奄美

大島はこの書簡によって、人々に聯求と呼ばれている島々の使徒的管

轄から外します。新しい鹿児島教区とその統治者たちには他の教区や

司教たちに付与されるのを常とするすべての権利と名誉が与えられる

ことになります。しかしまた、世界中で司教の品位を帯びる人々が負

うのと同じ重荷と義務を帯びるのは当然です。また鹿児島司教は住居

と住所は鹿児島の街中に持つとしても、司教座は街の主たる教会にお

いてください。司教が重要な事柄を決定したり遂行するに当たって熱

意と実践によって助ける司祭たちの集いを持つことができるために、

参事会を設けること。もしそれが諸事情のために支障があれば、教会

法の規定によって教区顧問団を選び、これを用いて下さい。

さらに、司教は委ねられた地域に少なくとも初期教育の神学校を設

置するよう配慮してくださi)0 

ローマ、ペトロの傍らにて、 1955年2月25日教皇登位第16年

佐
藤
敬
一
前
新
潟
司

教
が
帰
天

フランシスコ佐藤敬一

前新潟教区司教が、一月二

日（日）午前九時四十四分、

心不全のため静養先の札幌

市の病院で帰天した。七十

六歳だった。

佐藤敬一司教は一九二

八年四月十一日の北海道上

川郡生まれ。十八歳で受洗

し、北海道大学工学部卒業

後、一九五五年にフランシ

スコ修道会へ。可祭叙階は

一九六二年。一九七七年に

はフランシスコ会日本管区

初代管区長に任命され、一

九八五年に司教に叙階、そ

の後、十九年間、新潟司教

を務めた。

その佐藤司教の葬儀・

告別式は一月五日（水）新

潟カテドラルでしめやかに

執り行われた。

教 aコbZ雪t 名 実月 日 教 dτ~ ‘ 名 期 日

1ザ ピエ Jレ 2月27日 19 瀬 留 7月 3日

2 出 水 3月 6日 20 大 笠 利 7月 10日

3 ~可 久 キ艮 3月 13日 21 手重 子 島 7月 17日

4 入 来 3月20日 22 宅島 池 7月24日

5 Jll 内 3月27日 23 鹿 屋 7月31日

6 吉 野 4月 3日 24 垂 水 8月 7日

7 玉 里 4月 10日 25 ま合 良 8月 14日

8 力日 世 田 4月 17日 26 志 布 志、 8月21日

9 紫 原 4月24日 27 国 分 8月28日

1 0 ：・・ロ、マ 山 5月 1日 28 溝 i互 9月 4日

1 1 指 宿 5月 8日 29 大 口 9月 11日

12 大 貴島 5月 15日 修道会名 実H 日

1 3 /J、 宿 5月22日 30 

詳細は 教区内※ 

9月 11日

14 名 瀬 5月29日 31 9月 18日

15 古 田 町 6月 5日 32 

言喜
9月25日

1 6 古 屋 6月 12日 33 10月 2日

17 母 間 6月 19日 34 
分ナで旦

10月 9日

18 手口 1白 6月26日 35 10月 16日

聖体永久礼拝リレー実施日



(2) 

①
二

0
0
五
年
「
世
界
平

和
の
日
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

わ
た
し
は
、
聖
パ
ウ
ロ
の
ロ
ー

マ
の
信
徒
に
宛
て
た
手
紙
の
こ

と
ば
l

「
悪
に
負
け
る
こ
と
な

く
、
善
を
も
っ
て
悪
に
勝
ち
な

さ
い
」
（
ロ

l
マ
十
二
・
二
一
）

」
官
選
び
ま
し
た
。
こ
の
偉
大

な
使
徒
は
、
平
和
と
は
、
悪
が

善
に
よ
っ
て
打
ち
負
か
さ
れ
る

と
き
に
の
み
も
た
ら
さ
れ
る
、

長
く
て
、
辛
抱
強
い
闘
い
の
成

果
で
あ
る
と
い
う
根
本
的
真
理

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

平
和
は
、
善
に
よ
っ
て
促

進
さ
れ
る
善
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
善
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ

れ
た
決
断
と
行
動
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
育
ま
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
悪
に
対
し
て
悪
を
も
っ

て
報
い
る
と
い
う
悪
循
環
か
ら

抜
け
出
す
唯
一
の
道
は
、
「
悪

に
負
け
る
こ
と
な
く
、
善
を
も

っ
て
悪
に
勝
ち
な
さ
い
」
と
い

う
こ
の
使
徒
の
こ
と
ば
な
の
で

す。
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悪
・
善
・
愛

②
悪
は
こ
の
世
界
に
働
い

て
い
る
何
か
非
人
格
的
な
決
定

論
的
な
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
は
人
聞
の
自
由
が
も
た
ら
し

た
結
果
で
す
。
こ
の
自
由
は
、

常
に
悪
の
ド
ラ
マ
の
中
心
に
存

在
し
て
い
ま
す
。
悪
は
、
い
つ

も
名
前
と
顔
を
も
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
悪
を
自
由
に
選

び
と
る
男
女
の
名
前
と
顔
で

す
。
人
類
の
歴
史
の
初
め
に
、

ア
ダ
ム
と
エ
パ
は
、
神
に
向
か

っ
て
反
抗
し
、
ア
ベ
ル
は
兄
弟

カ
イ
ン
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た

と
、
聖
書
は
教
え
て
い
ま
す

（
創
世
記
三

l
四
）
。
こ
れ
ら

が
、
最
初
の
誤
っ
た
選
択
で
し

た
。
そ
し
て
こ
の
誤
り
は
、
世

紀
を
通
じ
て
数
え
切
れ
な
い
人

び
と
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
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ま
し
た
。

悪
は
、
そ
の
最
も
深
い
レ

ベ
ル
に
お
い
て
「
愛
の
要
求
の

悲
し
む
べ
き
拒
絶
」
（
注
）
で

す
。
こ
れ
に
反
し
て
、
倫
理
的

善
は
、
愛
か
ら
生
ま
れ
、
愛
と

し
て
自
ら
を
示
し
、
愛
に
向
か

う
も
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
者
の

愛
の
内
的
な
論
理
は
、
敵
を
も

愛
す
る
よ
う
に
導
き
ま
す
。

「
あ
な
た
の
敵
が
飢
え
て
い
た

ら
食
べ
さ
せ
、
渇
い
て
い
た
ら

飲
ま
せ
よ
」
（
ロ

l
マ
十
二
・

二
十
）
。

普
遍
盟
埠
穂
律
の
根
本
原
理

③
十
年
前
、
国
連
総
会
の

席
で
、
「
普
遍
的
道
徳
律
の
根

本
原
理
」
に
つ
い
て
言
及
し
ま

し
た
。

ー
ニ

O
O
五
年

や
ま
ず
に
お
れ
ま
せ
ん
。

平
和
と
い
う
善
に
至
る
た

め
に
必
要
な
の
は
、
良
心
を
鍛

え
、
兄
弟
愛
に
基
づ
い
た
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
を
高
く
掲
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
若
者
た
ち
を
善

に
向
け
て
教
育
す
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
こ
そ
が
一
人
ひ
と
り

の
尊
厳
と
自
由
を
尊
重
す
る
社

会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
秩
序

の
基
礎
と
な
る
も
の
な
の
で

す。
平
和
の
善
と
共
通
善

⑤
善
を
も
っ
て
悪
に
勝
つ

こ
と
に
よ
っ
て
平
和
を
育
て
る

に
は
、
共
通
善
と
、
そ
れ
が
社

会
や
政
治
と
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
い
る
か
を
注
意
深
く
考

察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個

「
世
界
平
和
の
日
」

エ
ス
が
十
分
な
光
を
投
げ
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

平
和
と
い
う
善
と

世
界
資
源
の
利
用

⑥
平
和
と
い
う
善
は
、
全

人
類
の
発
展
と
緊
密
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
、
地
球
の
資
源

を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
倫

理
的
条
件
が
、
常
に
考
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑦
平
和
と
い
う
善
は
ま
た
、

今
日
、
科
学
や
技
術
の
進
歩
に

由
来
す
る
新
し
い
財
産
と
密
接

に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
財
産

の
全
世
界
的
な
利
用
は
、
多
く

の
人
び
と
を
追
い
込
ん
で
い
る

障
壁
と
独
占
が
取
り
除
か
れ
な

い
か
ぎ
り
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

平
和
と
い
う
善
は
、
国
際

教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
｜

悪
に
負
け
る
こ
と
な
く

主
口
を
も
っ

④
こ
の
人
類
に
共
通
な
道

徳
原
理
は
、
一
人
ひ
と
り
の
、

そ
し
て
諸
国
民
の
生
活
が
尊
重

さ
れ
、
向
上
す
る
こ
と
を
保
証

す
る
上
で
、
常
に
よ
り
大
い
な

る
献
身
と
責
任
を
要
求
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
見
地
に
立
っ

て
、
社
会
的
、
政
治
的
本
性
の

も
つ
諸
悪
、
と
く
に
暴
力
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
悪
は
、

強
く
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

わ
た
し
が
、
直
ち
に
思
い
出
す

の
は
、
愛
す
べ
き
ア
フ
リ
カ
大

陸
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
イ
エ
ス

の
生
き
た
地
で
あ
る
パ
レ
ス
チ

ナ
で
す
。
ま
た
、
テ
ロ
リ
ス
ト

の
暴
力
と
い
う
現
象
は
世
界
中

を
恐
怖
と
苦
悩
の
未
来
に
導
い

て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
そ
し

て
、
イ
ラ
ク
の
惨
劇
を
深
く
悔

て
悪
に
勝
ち
な
さ
い

人
は
、
そ
の
社
会
性
を
考
慮
す

る
こ
と
な
し
に
完
成
を
見
い
出

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
人

ひ
と
り
は
、
何
ら
か
の
仕
方
で

こ
の
共
通
善
の
た
め
に
働
く
よ

う
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
責
務
は
と
く
に
あ
ら
ゆ
る

レ
ベ
ル
で
の
政
治
的
指
導
者
に

あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
共
通
善
は
、

基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と

と
、
そ
の
完
全
な
促
進
を
求
め

ま
す
。
同
様
に
、
全
世
界
的
な

視
点
で
、
諸
国
の
権
利
を
尊
重

し
、
促
進
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。
共
通
善
は
超
越
的
次
元
を

も
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

神
が
全
被
造
物
の
究
極
の
目
的

だ
か
ら
で
す
。
人
類
の
真
の
共

通
善
を
達
成
す
る
た
め
に
、
イ

共
同
体
が
司
法
シ
ス
テ
ム
や
防

衛
シ
ス
テ
ム
、
高
速
道
路
な
ど

と
い
っ
た
一
般
的
に
公
共
財
産

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
対
す

る
よ
り
大
き
な
責
任
を
担

h

つ
な

ら
、
一
層
確
実
に
さ
れ
る
で
し

ょ
う
。
わ
た
し
た
ち
は
、
貧
困

と
の
闘
い
や
平
和
と
安
全
の
促

進
、
気
候
の
変
化
や
健
康
管
理

に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

⑧
財
産
の
世
界
的
な
利
用

の
原
則
は
、
貧
困
と
い
う
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
対
し
て
よ
り
効
果
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
に
し
ま

す
。
貧
函
は
、
貧
し
い
国
々
の

対
外
債
務
の
問
題
と
密
接
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

⑨
貧
困
問
題
を
各
国
に
取

り
扱
わ
せ
得
る
唯
一
の
効
果
的

な
手
段
は
、
公
正
に
調
整
さ
れ

た
通
商
関
係
の
国
際
的
な
枠
組

み
の
中
で
、
理
に
か
な
っ
た
状

況
の
も
と
に
与
え
ら
れ
る
公

的
、
私
的
な
海
外
の
資
本
援
助

を
通
し
て
必
要
な
資
源
を
そ
れ

ら
の
国
々
に
提
供
す
る
こ
と
で

す
。
倫
理
的
な
し
か
た
で
の
経

済
的
富
の
流
動
化
が
早
急
に
必

要
で
す
。
こ
れ
は
、
貧
し
い
国

の
利
益
に
な
る
よ
う
、
す
で
に

結
ぼ
れ
た
協
定
を
尊
重
す
る
も

の
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、
あ

る
国
々
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も

重
荷
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

協
定
を
進
ん
で
見
直
そ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

⑩
愛
徳
の
新
し
い
創
造
性

が
緊
急
に
必
要
で
す
。
こ
の
必

要
は
、
わ
た
し
た
ち
が
、
ア
フ

リ
カ
に
お
け
る
多
く
の
困
難
な

問
題
を
考
え
る
と
き
、
は
っ
き

り
と
み
ら
れ
ま
す
。
ア
フ
リ
カ

の
人
々
が
、
自
ら
の
子
で
、
自

ら
の
未
来
、
自
ら
の
文
化
的
、

国
家
的
、
社
会
的
、
経
済
的
発

展
を
築
い
て
行
き
ま
す
よ
う

に
。
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
公

的
開
発
援
助
の
約
束
の
不
履

行
、
今
な
お
解
決
さ
れ
な
い
ア

フ
リ
カ
諸
国
の
抱
え
る
重
い
債

務
の
問
題
、
国
際
的
通
商
関
係

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
ア
フ
リ
カ

の
国
々
に
特
別
な
考
慮
を
払
わ

な
か
っ
た
こ
と
が
、
平
和
へ
の

重
大
な
障
害
を
意
味
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
、
早
急
に
着
手

さ
れ
解
決
さ
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
日
、
今
ま
で
に
も
ま

し
て
、
世
界
に
平
和
を
も
た
ら

す
た
め
の
決
定
的
条
件
と
は
、

富
め
る
国
と
貧
し
い
国
の
聞
の

相
互
依
存
を
認
め
る
こ
と
で

す。
悪
の
偏
在
と
キ
リ
ス
ト
教

的
希
望

⑪
世
界
に
存
在
す
る
多
く

の
悲
惨
な
状
況
に
直
面
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
悪
に
打
ち
勝

ち
、
善
に
到
達
で
き
る
の
は
、

た
だ
神
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る

こ
と
を
キ
リ
ス
ト
者
は
謙
虚
な

信
頼
を
も
っ
て
認
め
ま
す
。

⑫
善
に
よ
っ
て
悪
に
勝
つ

た
め
の
闘
い
は
、
愛
と
い
う
武

器
に
よ
っ
て
の
み
有
利
に
戦
わ

れ
ま
す
。
社
会
的
、
政
治
的
分

野
で
も
同
じ
で
す
。
キ
リ
ス
ト

者
は
、
自
ら
の
生
活
に
よ
っ
て
、

愛
だ
け
が
人
間
と
社
会
の
完
成

を
も
た
ら
し
、
ま
た
歴
史
の
辿

る
道
を
善
と
平
和
に
導
く
こ
と

の
で
き
る
唯
一
の
力
で
あ
る
こ

と
を
示
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。

聖
体
に
捧
げ
ら
れ
た
こ
の

年
の
問
、
教
会
の
息
子
や
娘
た

ち
が
、
こ
の
秘
跡
の
う
ち
に
、

救
い
主
イ
エ
ス
と
の
交
わ
り
、

そ
し
て
彼
の
う
ち
に
あ
る
す
べ

て
の
人
と
の
交
わ
り
の
源
泉
を

見
出
し
ま
す
よ
う
に
。
キ
リ
ス

ト
は
、
そ
の
死
と
復
活
に
よ
っ

て
感
謝
の
祭
儀
の
中
に
秘
跡
的

に
現
存
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
を

悪
か
ら
救
い
、
善
を
行
う
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ひ
と
つ
の
パ
ン
と

ひ
と
つ
の
杯
を
分
け
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
「
神
の
家
族
」
で
あ

り
、
正
義
と
自
由
、
そ
し
て
平

和
と
い
う
価
値
に
基
づ
い
た
世

界
を
築
く
た
め
に
、
自
分
な
り

の
効
果
的
な
貢
献
が
で
き
る
こ

と
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
の
で

す。バ
チ
カ
ン
に
て
、

O
四
年
十
二
月
八
日

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

注
「
二
つ
の
愛
が
、
二

つ
の
国
を
作
っ
た
。
神
を
軽
ん

じ
る
自
己
愛
が
こ
の
世
の
国
を

興
し
、
自
己
を
軽
ん
じ
る
神
へ

の
愛
が
天
の
国
を
興
し
た
」

（
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
「
神
の
国
」

十
四
・
二
八
）

犠
牲
と
祈
り
、
回
心
の
四
旬
節
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

【
十
字
架
の
使
徒
会
祈
り
の
意
向
】

司
祭
の
召
命

1
日
（
火
）
大
勝
教
会
献
堂
記
念
日
（
一
九
六
二
年
）

2
日
（
水
）
主
の
奉
献

4
日
（
金
）
ボ
ッ
フ
ィ
神
父
命
日
（
一
九
八
八
年
）

5
日
（
土
）
日
本
二
十
六
聖
人
殉
教
者

9
日
（
水
）
灰
の
水
曜
日
（
大
斎
・
小
斎
）
四
旬
節
愛
の
献
金

日
日
（
金
）
世
界
病
者
の
日

V
聖
母
幼
稚
園
創
立
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
・
サ
ン
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

「
世
界
病
者
の
日
」

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、
一
九
八
四
年
二
月

十
一
日
（
ル
ル
ド
の
聖
母
の
記
念
日
）
に
使
徒
的
書

簡
『
サ
ル
ヴ
ィ
フ
ィ
チ
・
ド
ロ
l
リ
ス
｜
苦
し
み
の

キ
リ
ス
ト
教
的
意
味
l
』
を
発
表
し
、
翌
年
二
月
十

一
日
に
は
教
皇
庁
医
療
使
徒
職
評
議
会
を
開
設
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
一
九
九
三
年
か
ら
は
こ
の
日
を
「
世

界
病
者
の
日
」
と
定
め
、
毎
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表

し
て
い
ま
す
。

病
者
が
ふ
さ
わ
し
い
援
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

ま
た
苦
し
ん
で
い
る
人
が
自
ら
の
苦
し
み
の
意
味
を

受
け
止
め
て
い
く
た
め
の
必
要
な
助
け
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
医
療
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

広
く
社
会
一
般
に
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
医
療
使
徒
職
組
織
の
設
立
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
、
医
療
関
係
者
の
倫
理
的
霊
的
養
成
、
病

者
や
苦
し
ん
で
い
る
人
へ
の
宗
教
的
な
助
け
な
ど
も

重
要
な
課
題
で
す
。

沼
田
（
日
）
四
旬
節
第
一
主
日

V
ハ
ン
マ
神
父
霊
名
（
ヨ
ル
ダ
ン
）

M
日
（
月
）
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
随
時

羽
田
（
日
）
四
旬
節
第
二
主
日

辺
日
（
火
）
聖
ぺ
卜
口
の
使
徒
座

お
日
（
金
）
司
教
区
昇
格
記
念
日

U
日
（
日
）
四
旬
節
第
三
主
日

V
終
身
助
祭
候
補
者
認
定
式
・
カ
テ
ド
ラ
ル
・

9
時

V
聖
体
永
久
礼
拝
リ
レ
l
始
ま
る

V
東
修
一
浩
神
父
命
日
（
二
O
O
一年）

6
日
（
日
）
四
旬
節
第
四
主
日

沼
田
（
日
）
四
旬
節
第
五
主
日
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来
た
る
二
月
二
十
五
日
（
金
）
は
鹿
児
島
知
牧
区
が
司
教
区
に
昇
格
し
た
記
念
日
。
そ
し
て

今
年
は
昇
格
か
ら
五
十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
。

教
皇
の
直
轄
区
で
あ
っ
た
鹿
児
島
が
、
教
区
司
教
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

出
来
事
を
当
時
の
信
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
。
教
区
報
で
は
当
時
を
知
る
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
昇
格
の
頃
を
振
り
返
り
な
が
ら
教
区
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
っ
た
の
か

を
思
い
出
し
て
み
た
。
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鹿児島司教区昇格50周年記念

教区成長の過程を語る

第461号(3) 

司
教
区
昇
格
か
ら
今
日
ま

で
の
五
十
年
を
私
な
り
に
四
つ

に
区
切
っ
て
振
り
返
っ
て
み
ま

し
た
。ま

ず
は
昇
格
当
時
で
す
ね
。

昇
格
直
前
の
出
来
事
と
し
て
は

ザ
ビ
エ
ル
渡
来
四
百
年
祭
、
奄

美
諸
島
日
本
復
帰
、
コ
ン
ベ
ン

い
う
出
来
事
を
ど
う
受
け
止
め

た
か
興
味
深
い
で
す
ね
。

次
に
司
教
区
初
期
、
司
教

区
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
十
年

間
で
す
。
こ
の
頃
の
世
界
の
教

会
は
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
開

催
に
よ
っ
て
変
化
し
始
め
ま

私
が
振
り
返
る
鹿
児
島
の
五
十
年

永

山

幸

弘

ザ
ビ
工
ル
教
会
主
任
司
祭

永山幸弘神父

ツ
ア
ル
会
来
島
、
レ
デ
ン
プ
ト

l
ル
会
来
鹿
が
あ
り
ま
す
。
当

時
の
教
会
は
、
教
会
の
戦
後
処

理
・
建
て
直
し
に
尽
力
し
、
新

た
な
歩
み
を
始
め
た
と
言
え
ま

す
。
こ
の
時
、
長
崎
で
鹿
児
島

司
教
の
叙
階
式
が
あ
り
、
鹿
児

島
か
ら
も
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参

列
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
信
者
さ

ん
た
ち
が
こ
の
司
教
区
昇
格
と

司
教
区
へ
の
昇
格
の
思
い

当
時
の
様
子
と
司
教
叙
階
式

永
山
鹿
児
島
教
区
が
司

教
区
に
昇
格
し
て
五
十
年
を
迎

え
ま
す
。
今
日
は
皆
さ
ん
に
こ

の
若
く
て
小
さ
な
教
区
が
ど
の

よ
う
に
成
長
し
た
か
、
そ
の
歩

み
を
辿
り
、
ま
た
そ
う
す
る
こ

と
で
こ
れ
か
ら
の
教
区
の
未
来

を
眺
望
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い

ま
す
。司

教
区
へ
の
昇
格
は
一
九

五
五
年
、
昭
和
三
十
年
で
し
た
。

そ
の
頃
の
鹿
児
島
は
、
ザ
ビ
エ

ル
渡
来
四
百
年
祭
、
奄
美
群
島

の
日
本
復
帰
、
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア

ル
会
の
来
島
、
レ
デ
ン
プ
ト
l

ル
会
の
来
鹿
と
い
う
出
来
事
が

あ
っ
た
頃
で
す
。
そ
ん
な
頃
に

知
牧
区
か
ら
司
教
区
へ
と
昇
格

し
ま
す
。
鹿
児
島
の
信
者
さ
ん

は
、
こ
の
出
来
事
を
ど
の
よ
う

に
迎
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

田
辺
そ
の
頃
、
私
は
出

口
教
区
長
と
教
区
長
館
に
い
ま

し
た
。
私
自
身
は
、
出
口
教
区

長
と
の
別
れ
が
寂
し
か
っ
た
の

を
記
憶
し
て
い
る
だ
け
で
、
信

者
さ
ん
が
可
教
区
へ
の
昇
格
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
た
の
か
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
経
済
的
に
貧
し
か
っ
た
時
代

で
す
か
ら
ザ
ビ
エ
ル
へ
来
る
と

き
出
口
教
区
長
は
電
車
、
里
脇

司
教
に
な
っ
て
タ
ク
シ
ー
に
変

わ
り
ま
し
た
か
ら
、
や
は
り
司

教
と
い
う
の
は
偉
い
も
の
だ
と

思
っ
た
程
度
で
す
。
ま
、
私
も

よ
く
昇
格
を
理
解
し
て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

永
山
当
時
、
奄
美
大
島

は
ど
の
よ
う
な
様
子
で
し
た

す
。
鹿
児
島
で
は
教
区
と
し
て

ま
と
ま
り
を
見
せ
る
時
代
と
も

言
え
ま
す
。
こ
こ
に
初
代
司
教

の
転
任
が
重
な
り
ま
す
。

そ
し
て
一
九
七

0
年
代
、

若
い
司
教
を
迎
え
て
活
発
に
な

っ
て
い
く
中
期
で
す
。
教
会
と

宣
教
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
行

く
時
代
に
入
り
ま
す
。
鹿
児
島

市
内
に
六
小
教
区
が
配
置
さ
れ

か
。
戦
後
の
大
島
は
カ
プ
チ
ン

会
、
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会
が
来

島
し
、
ま
た
戦
争
中
の
迫
害
の

衰
退
か
ら
立
ち
上
が
る
頃
だ
と

思
い
ま
す
が
、
教
会
の
盛
り
上

が
り
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

ゆっ。
久
保
戦
争
中
に
教
会
を

離
れ
て
い
っ
た
人
た
ち
も
徐
々

に
教
会
に
戻
っ
て
き
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
一
一
同
教
区
に
な
る
と

い
う
こ
と
の
重
大
さ
と
か
は
理

解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

青
年
た
ち
が
元
気
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

永
山
当
時
の
本
土
の
信

者
は
千
人
程
度
だ
っ
た
よ
う
で

す
ね
。
こ
れ
に
奄
美
の
三
千
人

余
り
の
信
者
が
加
わ
っ
て
、
昇

格
当
時
は
四
千
人
あ
ま
り
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
昇
格
当
時
の
大

島
に
は
相
当
の
機
運
と
活
気
が

み
な
ぎ
っ
て
い
た
と
思
う
の
で

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
。

「
鹿
児
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
が

出
版
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
教
区
財
政
正
常
化
計
画
が
打

ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

八

0
年
代
に
入
る
と
信
徒

大
会
が
開
催
さ
れ
、
信
者
倍
増

十
カ
年
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
ま

す
。
教
皇
の
来
日
も
あ
り
ま
し

た
し
、
日
本
司
教
団
が
日
本
の

教
会
の
優
先
課
題
を
打
ち
出

し、

N
I
C
Eも
聞
か
れ
ま
す
。

ま
さ
に
動
の
時
代
だ
っ
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

最
後
に
九

0
年
代
か
ら
現

在
ま
で
は
司
教
区
後
期
。
宣
教

再
開
百
周
年
、
ザ
ピ
エ
ル
渡
来

四
五
O
年
祭
と
あ
り
、
特
に
宣

教
百
周
年
を
機
に
作
成
さ
れ
た

「
教
区
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現

に
向
け
て
、
歩
み
を
進
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
辺
私
が
初
め
て
奄
美

大
島
に
行
っ
た
の
は
、
奄
美
が

復
帰
し
て
す
ぐ
で
し
た
。
戦
時

中
、
大
島
の
信
者
た
ち
は
教
会

を
接
収
さ
れ
な
い
よ
う
に
財
団

法
人
奄
美
天
主
公
教
会
を
組
織

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
本
土

で
は
、
奄
美
復
帰
前
に
宗
教
法

人
法
が
で
き
て
い
た
ん
で
す
。

そ
し
て
奄
美
の
復
帰
で
し
ょ

う
。
復
帰
す
る
と
今
度
は
教
会

座談会出席者

司会：永山幸弘神父（ザピエル教会主任）

田辺徹神父（78歳）

1951年3月司祭叙階。叙

階以来、戦争で荒廃した

教会の建て直しに尽力す

るとともに、県内各教会、

幼稚園で働いてきた。 2003年引退。 は
宗
教
法
人
法
の
管
理
下
に
置

か
れ
る
と
い
う
具
合
で
す
。
私

は
そ
の
登
記
の
役
を
担
っ
た
の

で
す
。
期
日
も
迫
っ
て
い
ま
し

た
し
、
金
が
な
く
て
司
法
書
士

に
も
頼
め
な
い
状
況
で
し
た
か

ら
、
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
奄
美
は
と
言
い

ま
す
と
、
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会
が
来
て
い

ま
し
た
が
、
彼
ら
の
一
か
月
の

経
費
は
教
区
の
一
年
分
以
上
と

い
う
具
合
で
し
た
。
奄
美
の
教

会
に
は
ジ
l
プ
が
何
台
も
あ
る

し
、
大
工
も
い
る
し
、
伝
道
師

も
た
く
さ
ん
い
る
し
で
す
ね
。

永
山
当
時
は
ま
だ
戦
後

処
理
と
い
う
大
き
な
仕
事
が
あ

っ
た
ん
で
す
ね
。

長
崎
で
の
里
脇
司
教
の
叙

階
式
に
は
七
回
神
父
が
巡
礼
団

を
組
織
し
ま
し
た
が
、
そ
の
叙

階
式
は
い
か
が
で
し
た
か
。

桃
薗
私
の
日
記
に
よ
り

ま
す
と
五
月
一
日
に
六
十
人
余

り
で
夜
行
に
乗
っ
て
出
か
け
て

い
ま
す
。
二
日
の
早
朝
、
鳥
栖

教
会
で
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、
肥

前
山
口
で
乗
り
換
え
て
長
崎
へ

行
き
ま
し
た
。
聖
母
の
騎
士
や

大
浦
天
主
堂
を
巡
り
、
宿
泊
は

純
心
で
し
た
。
五
月
三
日
の
叙

階
式
の
会
場
、
中
町
教
会
は
ま

さ
に
立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど

野田正喜さん（85歳）

ザビエル教会所属。女

性信徒の会の前身「鹿児

島カトリック婦人連合会」

会長

で
し
た
が
、
鹿
児
島
の
信
者
の

た
め
に
は
よ
い
席
が
準
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
荘
厳

さ
に
感
動
し
、
式
典
の
調
和
に

も
驚
い
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
の

信
者
た
ち
は
記
念
撮
影
に
も
呼

ば
れ
ま
し
た
。
あ
の
頃
は
、
司

祭
や
司
教
に
距
離
を
感
じ
て
い

ま
し
た
か
ら
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
で
し
た
。
七
回
神
父
様
か
ら

は
「
司
教
区
に
昇
格
し
た
し
、

こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り
し
な
く

ち
ゃ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
昇
格
に
つ
い
て
は
、
よ
く

理
解
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
日
記
に
は
「
や
っ
と
大
人

に
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
程
度
の
理
解
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

永
山
知
牧
区
で
あ
る
と

教
皇
直
轄
で
あ
り
、
司
教
区
に

な
る
と
自
治
権
を
持
ち
、
司
教

が
そ
の
名
に
お
い
て
管
轄
す
る

と
い
う
、
そ
う
い
う
昇
格
の
意

昧
は
明
確
に
は
な
っ
て
な
か
っ

た
の
で
す
ね
。

桃
薗
明
確
に
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
繰
り
返
し

「
し
っ
か
り
せ
よ
」
と
言
わ
れ

て
い
る
う
ち
に
意
識
さ
れ
て
い

く
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
レ
ジ
オ
の
活
動
や

洗
礼
者
数
に
反
映
し
て
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

桃薗淳一郎さん（77歳）

鴨池教会所属。鴨池教

会カテキスタ

久保俊弘さん（73歳）

谷山教会所属。名瀬市

出身、信仰養成委員

永
山
橘
木
さ
ん
は
当
時

は
信
者
で
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
当
時
の
様
子
や
里
脇

司
教
の
こ
と
で
何
か
思
い
出
が

あ
り
ま
す
か
。

橘
木
一
九
五
五
年
が
里

脇
司
教
様
の
叙
階
で
し
た
ね
。

私
は
そ
の
二
年
後
に
受
洗
し
ま

し
た
。
そ
の
頃
、
純
心
の
学
生

で
し
た
が
、
司
教
様
に
指
輪
を

見
せ
て
頂
い
た
の
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。
公
教
要
理
も
担
当
し

て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

野
田
私
は
里
脇
司
教
様

が
よ
く
私
の
家
に
、
父
に
会
い

に
来
ら
れ
て
い
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
。
薬
師
町
の
土
地
の
こ

と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
法
律
上

の
手
続
き
問
題
や
鹿
児
島
の
事

情
を
知
る
た
め
だ
っ
た
よ
う
で

す。
桃
菌
今
よ
り
情
報
が
少

な
い
時
代
で
し
た
が
、
里
脇
司

教
様
は
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

の
こ
と
を
知
り
た
い
と
い
う
青

年
た
ち
の
要
望
に
よ
く
こ
た
え

て
下
さ
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

教
会
憲
章
の
「
神
の
民
」
の
箇

所
で
、
信
徒
の
祭
司
職
に
つ
い

て
で
し
た
。
七
回
神
父
様
か
ら

の
公
教
要
理
で
は
余
り
強
調
さ

れ
て
な
い
部
分
で
し
た
が
、
そ

こ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う

橘木嘉奈子さん（62歳）

吉野教会所属。前カト

リック女性信徒の会会長。

信仰養成委員
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歩
き
出
し
た
鹿
児
島
司
教
区

司
教
区
初
期
を
振
り
返
る

平成17年（2005)2月1日（毎月1日発行）

い
う
動
き
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
当
時
は

カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
と
い
え
ど
も

伝
え
て
な
い
部
分
で
し
た
か
ら

新
鮮
で
し
た
。
里
脇
司
教
は
特

急
を
利
用
し
て
出
張
に
な
ど
動

か
れ
て
い
て
、
青
年
た
ち
が
十

人
ほ
ど
で
西
駅
ま
で
迎
え
に
行

く
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
折
り

に
世
界
の
教
会
の
様
々
な
動
き

を
教
え
て
下
さ
っ
て
い
ま
し

た。

シ乙7 設定 E乙牽~

永
山
こ
れ
ま
で
の
お
話

か
ら
、
里
脇
司
教
時
代
と
い
う

の
は
公
会
議
で
新
し
い
機
運
は

起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
教
区
的

に
は
法
律
の
も
と
に
体
裁
を
整

え
て
い
く
こ
と
に
ウ
エ
イ
ト
を

置
い
て
い
る
時
代
の
よ
う
で
す

ね
。
そ
の
頃
の
鹿
児
島
市
は
ザ

ビ
エ
ル
教
会
が
中
心
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
、
ど
ん
な
様
子
で

し
た
か
。

野
田
ザ
ビ
エ
ル
を
中
心

に
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
よ
。
運
動
会
な
ど
市
内

の
教
会
対
抗
戦
な
ん
て
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
よ
。

桃
薗
青
年
た
ち
が
元
気

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ザ
ピ
エ

ル
祭
一
つ
を
取
り
ま
し
で
も
、

天
文
館
を
行
列
し
た
り
、
城
山

を
登
っ
た
り
す
る
な
ど
、
宣
教

に
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
は

司
教
様
も
参
加
し
て
行
列
し
て

下
さ
り
、
み
ん
な
が
燃
え
上
が

っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
年
の
暮
れ
に
な
る
と

天
文
館
と
山
形
屋
の
前
で
街
頭

募
金
を
し
て
、
司
教
様
も
巡
回

し
て
来
ら
れ
「
ご
苦
労
様
」
と

声
か
け
し
て
下
さ
っ
て
労
を
ね

ぎ
ら
つ
て
く
れ
て
ま
し
た
。
見
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た
目
は
恐
か
っ
た
け
ど
里
脇
司

教
と
青
年
た
ち
の
聞
は
本
当
に

近
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

永
山
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
一
九
六
二
年
に
教

区
報
が
創
刊
さ
れ
る
の
で
す

が
、
こ
れ
は
司
教
様
が
信
者
の

信
仰
養
成
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
た
め
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
そ
の
点
で
は
い
か
が
で
し

ょゆっ。桃
薗
養
成
と
い
え
ば
、

司
教
様
は
神
学
講
座
の
講
師
を

国軍事

で
働
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
教
区
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
き
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
は
修
道
会
の
力
で
す
ね
。
彼

ら
の
働
き
は
素
晴
ら
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
修
道
会
に
よ
っ

て
教
区
が
活
気
づ
い
て
き
ま
し

た
ね
。永

山
今
で
も
そ
う
で
す

が
、
修
道
会
の
助
け
な
し
に
は

教
区
の
今
は
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
と
こ
ろ
で
里

脇
司
教
時
代
の
集
大
成
と
い
え

ば
「
信
徒
大
会
」
か
と
思
う
の

で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

桃
菌
や
は
り
信
徒
大
会

が
集
大
成
で
し
ょ
う
ね
。
信
徒

大
会
に
燃
え
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
少
し
疲
れ
た
と
い
う
感

永
山
お
話
を
伺
う
と
そ

の
頃
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
け

ど
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
提

唱
さ
れ
た
信
徒
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
目
覚
め
が

起
こ
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。桃

菌
そ
う
で
す
ね
。
当

時
、
私
は
教
会
憲
章
の
「
神
の

民
」
の
箇
所
を
繰
り
返
し
読
み
、

我
々
は
違
う
ん
だ
と
確
信
を
持

っ
て
い
ま
し
た
ね
。

年
代
的
に
青
年
時
代
後
半

で
す
が
、
福
音
宣
教
に
対
し
て

臆
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
で
す

ね
。
天
文
館
の
ど
真
ん
中
で

「
私
た
ち
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
青

年
で
す
」
と
宣
言
し
て
い
ま
し

た
。
今
の
青
年
た
ち
で
は
無
理

鹿
児
島
司
教
区
昇
格
問
周
年
記
念

し
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
里

脇
司
教
は
ご
自
分
が
第
二
バ
チ

カ
ン
公
会
議
に
出
ら
れ
て
い
ま

す
か
ら
尚
一
層
、
伝
え
た
い
と

い
う
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
ね
。

田
辺
と
に
か
く
里
脇
司

教
は
よ
く
勉
強
し
て
い
ま
し
た

ね
。
「
子
供
の
公
教
要
理
」
の

本
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
郡

元
の
教
区
長
館
に
丹
下
先
生
、

久
木
山
君
な
ど
来
て
哲
学
の
勉

強
な
ど
し
て
い
ま
し
た
ね
。
そ

し
て
桃
薗
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
あ
ち
こ
ち
で
公
会
議
の

話
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。

永
山
他
に
当
時
の
鹿
児

島
の
様
子
を
お
聞
か
せ
願
え
ま

せ
ん
か
。

田
辺
一
九
五
八
年
で
し

た
か
ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
が
大
隅

教
区
成
長
の
過
程
を
語
る

じ
も
し
ま
す
ね
。

橘
木
私
も
深
い
意
昧
は

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
信

徒
大
会
に
参
ノ
加
し
ま
し
た
。
テ

ー
マ
が
書
か
れ
た
垂
れ
幕
が
か

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

桃
薗
内
容
的
に
は
動
き

を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。
確
か

テ
1
マ
が
「
あ
な
た
も
わ
た
し

も
キ
リ
ス
ト
の
あ
か
し
び
と
」

で
し
た
。
そ
し
て
分
科
会
で
深

い
議
論
を
し
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
我
々
信
徒
は
各
現
場
で

生
か
す
と
こ
ろ
ま
で
育
て
な
か

っ
た
と
い
う
反
省
が
あ
り
ま
す

し
、
そ
れ
を
指
導
す
る
ほ
ど
司

祭
の
数
も
な
か
っ
た
と
い
う
感

じ
で
す
。
信
徒
が
も
う
少
し
、

信
徒
の
祭
司
職
と
い
う
里
脇
司

教
の
教
え
を
理
解
し
て
い
れ
ば

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
し
ょ
う
ね
。

永
山
そ
の
頃
の
奄
美
大

島
は
ど
ん
な
様
子
で
し
た
か
。

田
辺
昭
和
三
十
二
、
三

年
頃
の
奄
美
は
、
と
に
か
く
活

気
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
名

瀬
の
社
会
党
の
議
員
団
が
「
カ

ト
リ
ッ
ク
の
青
年
団
と
話
が
し

た
い
」
と
言
っ
て
く
る
ほ
ど
で

し
た
。
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の

青
年
た
ち
が
非
常
に
よ
く
ま
と

ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
青
年

た
ち
が
よ
く
活
動
し
て
い
て
、

街
頭
募
金
や
社
会
福
祉
協
議
会

の
仕
事
や
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

精
を
出
し
て
い
た
か
ら
で
す

ね
。
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
そ
の
ひ

と
つ
で
す
ね
。

永
山
教
会
だ
け
で
な
く

社
会
の
た
め
に
活
動
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
市
民
権

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

ね。
田
辺
そ
う
で
す
。
で
す

か
ら
要
理
に
し
て
も
一
人
、
二

人
の
た
め
に
は
で
き
な
い
ほ
ど

で
、
ま
と
め
て
し
て
い
ま
し
た
。

募
集
に
は
「
南
海
日
々
新
聞
」

に
広
告
を
出
し
て
呼
び
か
け
る

ほ
ど
で
し
た
。
市
た
い
た
い
三
十

人
程
度
は
集
ま
り
ま
し
た
。
洗

礼
数
は
多
か
っ
た
で
す
ね
。
社

会
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
し
、

伝
道
師
も
頑
張
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
。
私
も
青
年
た
ち
に
「
運

動
会
で
も
、
ど
ん
な
時
で
も
カ

ト
リ
ッ
ク
の
名
を
売
る
よ
う
」

伝
え
ま
し
た
。

加
え
て
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル

会
の
社
会
福
祉
へ
の
働
き
が
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
ア

メ
リ
カ
か
ら
奄
美
の
た
め
に
物

資
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
か
ら

ね
。
当
時
、
奄
美
で
広
が
っ
て

い
た
他
の
宗
教
と
は
違
っ
て
、

市
民
の
た
め
に
働
い
て
く
れ
る

と
い
う
印
象
を
植
え
つ
け
て
く

れ
ま
し
た
ね
。
と
に
か
く
そ
ん

な
こ
と
で
、
奄
美
で
は
信
者
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
洗
托
は

ま
ず
女
性
か
ら
で
し
た
が
、
そ

の
後
子
供
、
ご
主
人
と
受
洗
さ

れ
て
増
え
て
い
き
ま
し
た
ね
。

久
保

J
O
C
も
よ
く
働

い
た
と
思
い
ま
す
よ
。
名
瀬
が

大
火
事
に
遭
っ
た
と
き
も
、
仮

設
住
宅
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
人

た
ち
の
た
め
に
立
ち
上
が
り
ま

し
た
か
ら
ね
。

永
山
奄
美
の
勢
い
は
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も

対
照
的
に
本
土
地
区
の
六

0
年

代
の
信
者
数
の
伸
び
は
下
降
線

を
辿
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
宣
教
と
か
教

会
の
印
象
は
。

桃
薗
一
つ
に
は
第
二
バ

チ
カ
ン
公
会
議
の
不
消
化
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
感

覚
が
入
り
込
む
と
き
に
、
わ
が

ま
ま
に
解
釈
し
て
し
ま
っ
て

「
宣
べ
伝
え
」
は
時
代
遅
れ
だ

と
決
め
つ
け
、
そ
れ
を
打
ち
消

す
作
業
を
し
な
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
社
会
が
高
度
成

長
に
向
い
て
動
き
、
信
徒
も
翻

弄
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

教
会
の
祝
日
も
日
曜
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
本
当
の
そ
の
意

味
を
理
解
せ
ず
に
安
易
な
方
に

解
釈
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど

で
す
ね
。
大
斎
、
小
斎
や
四
旬

節
中
の
日
曜
日
の
労
働
に
つ
い

て
も
そ
う
で
す
ね
。

ま
た
高
度
成
長
の
波
に
乗

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
新

車
を
購
入
す
る
た
め
に
は
徹
夜

残
業
を
す
る
け
ど
、
福
音
宣
教

の
た
め
に
は
で
き
な
い
と
い
っ

た
具
合
で
、
そ
の
頃
か
ら
レ
ジ

オ
の
衰
退
も
起
こ
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
思
い
起
こ
し
ま
す

と
、
レ
ジ
オ
で
は
リ
l
ブ
レ
ッ

ト
配
布
な
ど
に
よ
く
汗
を
流
し

ま
し
た
。
そ
の
実
り
は
自
に
見

え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
に
大
人
だ
け
で
も
五
十
五
人

の
受
洗
者
が
誕
生
し
た
り
す
る

な
ど
、
神
様
は
ち
ゃ
ん
と
見
て

い
て
流
し
た
汗
を
報
い
て
下
さ

っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
が
だ

ん
だ
ん
安
き
に
流
れ
て
汗
を
流

す
こ
と
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

永
山
今
日
は
皆
さ
ん
に

知
牧
区
か
ら
司
教
区
ヘ
昇
格
す

る
頃
、
そ
し
て
里
脇
司
教
時
代

を
振
り
返
っ
て
項
き
ま
し
た
。

信
者
数
の
伸
び
も
当
時
を

境
に
下
降
線
を
辿
り
、
高
度
成

長
の
波
の
高
ま
り
と
は
裏
腹
に

教
会
は
静
か
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
皆
さ
ん
が
活
躍
さ

れ
た
当
時
を
振
り
返
る
こ
と

で
、
特
に
奄
美
の
青
年
た
ち
が

市
民
権
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と

な
ど
う
か
が
う
と
何
か
光
が
見

え
る
よ
う
な
思
い
が
し
ま
し

た
。
今
後
の
教
会
の
在
り
方
の

ヒ
ン
ト
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
長
い
時
間
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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教
区
の
母
な
る
カ
テ
ド
ラ
ル

平成17年（2005)2月1日（毎月1日発行）

ザ
ビ
エ
ル
教
会
は
一
九
五

五
年
の
司
教
区
昇
格
に
よ
っ
て

司
教
座
教
会
（
カ
テ
ド
ラ
ル
）

と
な
っ
た
。
司
教
座
教
会
は
教

区
民
の
教
会
、
教
区
全
小
教
区

の
母
な
る
教
会
、
そ
し
て
教
区

司
教
が
教
区
民
と
社
会
に
対
し

て
司
牧
宣
教
の
任
務
を
果
た
す

場
で
あ
る
。
し
か
し
ザ
ビ
エ
ル

教
会
は
同
時
に
周
辺
地
域
の
信

者
の
司
牧
と
宣
教
を
行
う
小
教

区
教
会
で
も
あ
る
。

司
教
区
昇
格
当
時
の
ザ
ビ

エ
ル
教
会
は
ザ
ビ
エ
ル
渡
来
四

百
年
祭
を
盛
大
に
祝
い
、
宣
教

活
動
が
活
発
に
な
っ
て
信
者
が

急
増
し
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
の

年
の
洗
礼
は
成
人
五
十
三
人
、

幼
児
十
六
人
、
翌
年
に
は
成
人

五
十
八
人
、
幼
児
十
人
、
と
多

数
の
洗
礼
に
恵
ま
れ
た
。
一
九

五
五
年
五
月
三
日
、
長
崎
市
の

中
町
教
会
で
行
わ
れ
た
里
脇
浅

次
郎
神
父
の
司
教
祝
聖
式
に
当

時
の
主
任
司
祭
七
田
和
三
郎
神

父
を
団
長
に
ザ
ピ
エ
ル
教
会
か

ら
多
く
の
信
徒
が
参
列
し
た
。

司
教
を
迎
え
て
、
鹿
児
島
の
信

者
は
そ
れ
ま
で
理
解
し
て
い
な

か
っ
た
司
教
職
の
意
味
、
司
教

の
任
務
、
司
教
区
の
在
り
方
な

ど
体
験
的
に
学
ん
で
い
っ
た
。

司
教
区
に
な
っ
て
十
四
年
、

司教区昇格

50周年記念

ザ
ビ
エ
ル
教
会
の
こ
の
五
十
年

ザ
ビ
エ
ル
教
会
は
今
年
で
創
立
百
十
五
周
年
を
迎
え
る
。
一
八
八
九
年
島
田
喜
蔵
神
父

が
鹿
児
島
市
の
旅
館
の
一
室
を
借
り
て
宣
教
を
始
め
、
そ
の
翌
年
現
在
地
を
拠
点
に
し
て

教
会
が
始
ま
っ
た
。
以
下
長
い
歴
史
は
割
愛
し
て
、
司
教
区
創
立
以
来
の
主
な
も
の
を
取

り
上
げ
て
ザ
ビ
エ
ル
教
会
を
紹
介
し
た
い
。

司
教
区
昇
格
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糸
永
司
教
が
赴
任
さ
れ
た
。

現
司
教
座
聖
堂
の

献
堂
と
現
状

築
五
十
年
を
経
過
し
て
老

朽
化
し
た
こ
と
を
機
に
、
現
在

に
適
応
し
た
カ
テ
ド
ラ
ル
と
し

て
の
機
能
を
効
果
的
に
遂
行
す

る
た
め
、
ま
た
ザ
ビ
エ
ル
渡
来

四
百
五
十
年
の
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
難
産
の
末
で
あ
っ

た
が
、
一
九
九
九
年
九
月
十
五

日
現
聖
堂
が
献
堂
さ
れ
た
。

こ
れ
に
至
る
た
め
、
ザ
ビ

エ
ル
教
会
所
属
の
信
者
は
困
難

の
中
で
も
小
教
区
意
識
を
教
区

意
識
に
変
革
し
よ
う
と
努
め
、

建
設
資
金
を
拠
出
し
、
ま
た
多

様
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
多
く

の
資
金
を
調
達
し
た
。
こ
の
プ

ロ
セ
ス
の
中
で
、
多
く
の
方
の

信
仰
と
教
会
へ
の
愛
を
体
験
し

あ
る
い
は
出
会
い
、
ま
た
感
動

的
な
物
語
も
生
ま
れ
た
。
大
き

く
、
強
い
多
く
の
不
協
和
音
が

起
こ
っ
た
が
、
本
物
の
教
区
に

な
る
た
め
の
一
つ
の
過
程
だ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

献
堂
か
ら
一
年
六
か
月
が

経
っ
た
二

0
0
一
年
四
月
十
六

日
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
も
祝
別
さ

れ
た
。こ

の
教
会
の
課
題
は
常
に

聖
堂
を
生
か
す
た
め
に
何
を
行

い
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
す
る
か

で
あ
る
。
ど
う
み
て
も
い
ま
も

っ
て
発
展
途
上
に
あ
る
が
、
現

在
訪
問
者
に
対
応
す
る
た
め
に

昼
夜
に
わ
た
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
案
内
係
を
置
い
た
り
、
多

数
の
結
婚
式
を
運
営
す
る
た
め

の
組
織
を
作
っ
た
り
、
ま
た
可

能
な
種
々
の
講
演
会
、
コ
ン
サ

ー
ト
を
受
け
、
あ
る
い
は
独
自

で
開
催
し
て
い
る
。
市
民
向
け

の
講
座
、
教
区
内
の
種
々
の
学

習
会
、
研
修
会
、
各
種
団
体
の

集
会
、
教
区
レ
ベ
ル
の
ミ
サ
、

な
ど
以
前
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
ほ
ど
こ
の
建
物
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。

教
区
本
部
と
と
も
に

教
区
本
部
は
教
区
司
教
の

司
牧
宣
教
の
任
務
を
補
佐
す
る

執
行
機
関
で
あ
る
。
こ
の
た
め

本
部
職
員
が
い
る
が
、
本
質
的

に
教
区
民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
。
ザ
ビ
エ
ル
教
会
の
信

者
は
他
教
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
も
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

ザ
ビ
エ
ル
教
会
は
本
部
と
と
も

に
歩
む
。
他
方
こ
の
教
会
は
小

教
区
と
し
て
も
独
自
の
活
動
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
教
区
の
窓
口
的
存
在
で
あ
る

の
で
自
力
で
そ
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
教

区
本
部
に
も
協
力
を
仰
い
で
い

る
。
ザ
ビ
エ
ル
教
会
と
本
部
と

は
一
体
に
な
っ
て
対
社
会
、
対

教
区
の
宣
教
活
動
を
遂
行
す

る
。
こ
の
た
め
、
一
つ
の
在
り

方
と
し
て
本
部
司
祭
と
ザ
ビ
エ

ル
教
会
の
司
祭
は
居
住
を
共
に

し
て
い
る
。

ザ
ビ
工
ル
書
院

こ
の
書
院
に
は
三
つ
の
役

割
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
聖

堂
へ
の
案
内
、
書
籍
、
聖
具
、

ご
絵
、
ご
像
を
通
し
て
の
養
成

と
宣
教
の
場
、
そ
し
て
教
会
と

市
民
と
の
前
座
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
。
未
洗

者
に
と
っ
て
聖
堂
に
入
っ
た

り
、
正
規
に
教
会
の
教
え
を
学

ん
だ
り
す
る
の
は
非
常
に
勇
気

が
い
る
。
現
在
、
書
院
に
は
専

従
の
職
員
一
人
と
十
余
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
働
い

て
い
る
。

(1955年②勢揃いした主の降誕祭での受洗者たち

12月25日）

⑤糸永司教と受堅者たち（1971年6月13日）

司
祭
志
願
者
誕
生
f

赤
木
名
教
会
の

田
代
竜
之
君

現
在
、
鹿
児
島
教
区
で
は

司
祭
の
高
齢
化
と
と
も
に
司

祭
召
命
の
減
少
が
切
実
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
、

待
望
の
新
し
い
教
区
神
学
生

が
誕
生
す
る
見
込
み
と
な
っ

た。
大
笠
利
小
教
区
（
主
任
司

祭
・
浜
田
盛
茂
神
父
）
赤
木

名
教
会
に
所
属
す
る
ヨ
セ
ブ

田
代
竜
之
君
が
主
任
神
父
と

召
命
担
当
司
祭
（
木
村
敏
彦

神
父
）
の
推
薦
を
得
て
糸
永

司
教
に
教
区
神
学
生
と
し
て

認
め
ら
れ
た
。

去
る
一
月
十
五
日
に
長
崎

の
南
山
中
学
校
の
入
学
試
験

を
受
け
、
無
事
合
格
し
た
。

今
後
、
四
月
か
ら
長
崎
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
で
他
の
神
学

生
た
ち
と
生
活
し
、
そ
こ
か
ら

南
山
中
学
に
通
う
こ
と
と
な

ス出。
四
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、

愛
情
豊
か
に
育
て
ら
れ
た
田
代

君
は
、
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
の

少
年
で
、
よ
く
喋
り
、
周
り
を

笑
わ
せ
楽
し
ま
せ
る
明
る
い
少

年
で
、
文
章
を
書
く
こ
と
も
趣

味
だ
と
い
う
。

合
格
の
知
ら
せ
を
聞
い
た

田
代
君
は
「
試
験
は
自
信
な
か

っ
た
け
ど
合
格
し
て
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
先
輩
神
学
生
達

と
の
集
団
生
活
、
皆
に
合
わ
せ

ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
行
き

た
い
。
不
安
も
あ
る
け
ど
今
は

ほ
っ
と
し
て
い
る
」
と
う
れ
し

そ
う
だ
っ
た
。

W
Y
D
に
教
区
か
ら
も
参
加
希
望
者

今
後
も
参
加
呼
び
か
け
と
ご
支
援
を

八
月
に
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン

で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー

ス
デ
l

（W
Y
D）
に
教
区
か

ら
現
在
コ
一
人
の
青
年
が
参
加
を

希
望
し
て
い
る
。
志
布
志
教
会

（
主
任
司
祭
郡
山
健
次
郎
神

父
）
か
ら
二
人
、
川
内
教
会

（
主
任
司
祭

J

・
ハ
ン
マ
神

父
）
か
ら
一
人
で
あ
る
。

一
月
九
日
に
長
崎
で
開
催

さ
れ
た

W
Y
D
に
つ
い
て
の
説

明
会
に
は
、
鹿
児
島
教
区
か
ら

も
三
人
の
青
年
が
参
加
し
て
大

会
説
明
を
受
け
、
そ
の
意
義
等

に
つ
い
て
分
か
ち
合
い
が
行
わ

れ
た
。
参
加
し
た
青
年
か
ら
は

「
W
Y
D
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

考
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
参
加

し
て
み
た
く
な
っ
た
」
と
い
う

声
が
上
が
っ
た
。

今
回
の

W
Y
D
日
本
巡
礼

団
の
内
容
は
巡
礼
と
い
う
意
昧

で
大
変
充
実
し
て
い
る
。
八
月

九
日
に
日
本
を
出
発
し
、
ま
ず

ド
イ
ツ
の
隣
の
小
さ
な
国
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
グ
に
行
き
、
そ
こ
で

ア
イ
ア
ン
デ
ン
の
森
の
聖
母
聖

堂
へ
の
徒
歩
巡
礼
や
ホ
l
ム
ス

テ
イ
が
行
わ
れ
、
そ
こ
の
小
教

区
で
四
日
間
を
過
ご
す
。
十
六

日
か
ら
は

W
Y
D本
大
会
が
始

ま
る
た
め
ド
イ
ツ
に
移
り
、
ケ

ル
ン
教
区
内
の
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド

ル
ブ
で
宿
泊
（
ホ
l
ム
ス
テ
イ

か
教
会
関
係
施
設
利
用
）
す
る
。

そ
こ
で
、
同
行
の
日
本
の
司
教

田代竜之君

神
学
校
に
息
子
を
送
り
出

す
こ
と
と
な
っ
た
母
・
征
子
さ

ん
は
「
こ
の
子
に
は
小
さ
い
と

き
か
ら
『
あ
な
た
は
神
様
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
か
ら
神
様
の

と
こ
ろ
に
行
き
な
さ
い
』
と
言

っ
て
い
た
。
ヨ
セ
フ
様
に
さ
さ

げ
て
い
た
か
ら
心
配
は
し
て
い

な
い
。
楽
し
み
で
す
」
と
朗
ら

か
に
語
っ
た
。

主
任
司
祭
の
浜
田
神
父
は

「
以
前
は
や
ん
ち
ゃ
だ
っ
た
け

ど
最
近
落
ち
着
い
て
き
て
と
て

も
い
い
子
で
す
。
小
さ
い
と
き

か
ら
侍
者
を
よ
く
し
て
く
れ

た
。
教
会
の
み
ん
な
で
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。
」
と
語
っ
た
。

現
在
鹿
児
島
教
区
の
神
学

生
は
他
に
長
崎
コ
レ
ジ
オ
に
積

畑
広
仁
君
（
浦
上
教
会
所
属
）

が
い
る
。
積
畑
君
と
団
代
君
が

自
分
の
召
命
に
応
え
、
励
ま
し

合
い
な
が
ら
よ
り
よ
く
そ
の
道

を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
に
教
区

全
体
で
祈
り
た
い
。

た
ち
に
よ
る
カ
テ
ケ

l
ジ
ス

（
要
理
の
勉
強
）
や
赦
し
の
秘

跡
、
ユ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

十
字
架
の
道
行
き
が
行
わ
れ

る
。
さ
ら
に
メ
イ
ン
と
な
る
二

十
一
日
に
行
わ
れ
る
教
皇
ミ
サ

に
参
加
す
る
た
め
に
数
十
キ
ロ

の
道
を
祈
り
と
と
も
に
徒
歩
巡

礼
し
、
教
皇
と
共
に
祈
り
、
そ

こ
で
野
宿
し
ミ
サ
に
備
え
る
こ

と
と
な
る
。
本
大
会
が
終
わ
っ

た
あ
と
も
、
日
本
巡
礼
団
の
振

り
返
り
の
日
を
設
け
て
祈
り
と

分
か
ち
合
い
で
一
日
を
過
ご

す
。
そ
の
後
、
東
京
教
区
と
姉

妹
教
区
と
な
っ
て
い
る
ケ
ル
ン

教
区
と
の
交
流
の
日
も
あ
り
、

二
十
四
日
に
日
本
に
帰
っ
て
く

る
こ
と
と
な
る
。

参
加
申
込
や
お
問
合
せ
は

教
区
本
部
一
久
保
直
基
ま
で
。

申
込
締
切
は
二
月
二
十
五
日



(6) 

成

人

し

て

思

う

教
区
神
学
生

平成17年（2005)2月1日（毎月1日発行）

積

畑

広

仁

一
月
十
日
、
成
人
の
日
を
迎
え
、
教
区
内
で
も
多
く

の
若
者
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。
現
在
長
崎

コ
レ
ジ
オ
に
在
学
中
の
鹿
児
島
教
区
神
学
生
・
頼
畑
広

仁
君
も
今
年
成
人
を
迎
え
た
一
人
。
穣
畑
君
に
成
人
を

迎
え
て
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
開
い
て
み
た
。

今
年
、
私
は
成
人
式
を
迎

え
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
大
人
と

し
て
の
実
感
が
湧
か
な
い
も
の

の
、
こ
れ
か
ら
大
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
持
つ
と
と
も

に
、
自
分
自
身
の
召
命
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
神

様
の
お
望
み
に
沿
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
歩
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
は
私
に
と
っ
て
、
と

て
も
良
い
経
験
が
で
き
る
年
だ

と
思
い
ま
す
。
二
月
に
、
コ
レ

ジ
オ
の
タ
イ
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

シ乙7 家主王室二牽~J芸箆~‘磨寺プコトd 『J

ノ

文

芸

短
歌
（
思
川
短
歌
会
作
品
）

ア
活
動
に
行
く
こ
と
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
こ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
コ
レ
ジ
オ
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
、
タ
イ
山
岳

地
帯
の
村
へ
の
教
会
建
設
や
、

村
人
と
の
交
流
な
ど
し
た
り

し
ま
す
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
の
奉
仕
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
逆
に
多
く
の
も
の
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
夏
に

ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
る
ワ
ー
ル

ド
ユ

l
ス
デ
ー
に
も
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
多
く
の
体
験
を
通
し
て
、

良
い
経
験
を
し
、
自
分
の
成

長
の
糧
と
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

長
崎
コ
レ
ジ
オ
へ
入
学
し

古
仁
屋
豊
島
忠
司

こ
の
街
に
お
告
げ
の
鐘
が
鳴
る
正
午
自
転
車

漕
ぎ
て
祈
り
つ
つ
行
く

（
評
）
素
朴
な
四
・
五
句
が
作
者
を
表
白

し
た

（昭和43年10月25日第三種郵便物認可）

出
水
遠
竹
睦
郎

新
玉
の
年
改
ま
り
し
春
の
夜
は
マ
リ
ア
・

マ
グ
ダ
レ
！
ナ
の
本
等
読
み
ゆ
く

阿
久
根
中
津
潰
フ
サ
エ

人
生
の
八
十
路
の
坂
を
こ
え
に
け
る
老
い

て
深
ま
る
夫
婦
の
幹

第461号

て
か
ら
二
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
コ
レ
ジ
オ
で
は
、
皆

別
々
の
大
学
ヘ
通
い
な
が
ら

も
、
お
互
い
司
祭
召
命
と
い
う

共
通
の
目
的
を
持
ち
な
が
ら
、

家
族
と
い
う
形
で
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
召
命
の
事
な

ど
に
つ
い
て
悩
ん
だ
り
し
ま

す
。
そ
の
中
で
、
多
く
の
方
々

か
ら
の
霊
的
・
物
的
支
え
が
あ

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
支
え
が

励
み
と
な
っ
て
、
頑
張
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お

祈
り
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
か
ら

で
す
か
？
」
と
恐
る
恐
る
尋
ね

て
き
ま
し
た
。
私
は
、
少
し
不

審
に
思
い
な
が
ら
も
、
思
い
つ

昨
年
十
二
月
二
十
四
日
深
め
た
よ
う
に
イ
エ
ス
様
を
見
つ

夜
十
一
時
の
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
め
る
彼
女
を
十
字
架
の
下
ま
で

の
ミ
サ
で
の
こ
と
・
：
毎
年
こ
の
案
内
し
ま
し
た
。
す
る
と
彼
女

ミ
サ
は
、
青
年
が
主
体
と
な
っ
は
、
目
か
ら
い
っ
ぱ
い
の
涙
を

て
若
者
が
集
ま
り
ゃ
す
い
雰
囲
溢
れ
さ
せ
な
が
ら
イ
エ
ス
を
様

気
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
見
上
げ
、
そ
の
釘
打
た
れ
た
足

ミ

サ

の

後

、

私

が

祭

に

そ

っ

と

触

れ

ま

し

壇
の
片
付
け
を
し
て
い
圃
圃

E

た
。
し
ば
ら
く
し
て

る
と
、
祭
壇
脇
の
馬
小
晶
晶

Z

祭
壇
か
ら
降
り
て
く

屋
で
祈
り
を
す
る
人
や
園
田

F
’
’
る
彼
女
に
「
ど
う
し

写

真

を

撮

っ

て

い

る

人

た

の

？

」

と

聞

く

と

、

達
の
少
し
後
ろ
の
ほ
う
に
、
一
彼
女
は
ま
た
目
に
い
っ
ぱ
い
の

人
で
立
っ
て
い
る
若
い
女
性
が
涙
を
浮
か
べ
て
い
い
ま
し
た
。

目
に
留
ま
っ
た
の
で
す
。
彼
女
「
私
、
信
者
な
の
に
実
家
を
離

は
祭
壇
の
横
に
掲
げ
て
あ
る
木
れ
て
か
ら
は
全
然
ミ
サ
に
来
て

製
の
十
字
架
上
の
イ
エ
ス
様
を
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
ク
リ

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
ス
マ
ス
に
ふ
と
思
い
立
っ
て
ミ

し
ば
ら
く
し
て
彼
女
は
私
に
サ
に
あ
ず
ろ
う
と
思
い
、
ア
ル

「
こ
の
十
字
架
を
触
っ
て
い
い
バ
イ
ト
が
終
わ
っ
て
か
ら
来
れ

ク
リ
ス
マ
ス
の
出
来
事

青
年
信
徒俳

句
（
思
川
俳
句
会
作
品
）

名
瀬
松
畑
義
弘

荒
磯
を
飛
び
そ
こ
ね
た
る
初
雀

（
評
）
飛
び
そ
こ
ね
た
る
は
作
者
の
発
見
。

「
初
雀
」
が
よ
い
。

出
水
遠
竹
陸
郎

薩
摩
鶏
闘
鶏
飼
は
む
と
春
立
ち
ぬ

鹿
児
島
徳
永
ノ
ブ
子

主
に
歩
み
委
ね
て
老
の
去
年
今
年

鹿
児
島
春
山
マ
リ
子

一
つ
又
今
宇
品
得
る
重
み

鹿

児

島

本

城

愛

か
ぐ
は
し
く
咲
き
て
や
野
べ
の
雪
中
花

鹿
児
島
龍
門
司
真
人

初
夢
や
羽
子
板
舟
に
ゆ
り
ゆ
ら
れ

の
鹿
児
島
教
区
の
司
祭
召
命
の

た
め
に
も
、
お
祈
り
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
後
輩
が
た
く

さ
ん
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

（
そ
ば
た
ひ
ろ
ひ
と

崎
コ
レ
ジ
オ
二
年
）

る
こ
の
時
間
の
ミ
サ
に
来
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
ミ
サ
の
中
で
祖

母
の
祈
る
姿
を
思
い
出
し
て
・

．．
 

今
日
、
ミ
サ
に
来
る
こ
と
が
出

来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
」
私
は

「
家
に
帰
っ
た
ら
、
ミ
サ
に
行

っ
て
き
た
こ
と
を
家
族
に
電
話

で
知
ら
せ
て
あ
げ
な
さ
い
」
と

勧
め
、
彼
女
が
奄
美
大
島
の
浦

上
教
会
出
身
だ
と
い
う
の
で
、

同
郷
の
泉
神
父
様
が
い
る
鴨
池

教
会
を
紹
介
す
る
と
う
れ
し
そ

う
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
彼

女
は
小
さ
い
と
き
か
ら
、
家
庭

で
祈
る
家
族
の
姿
を
通
し
て
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
神
様

を
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
彼

女
が
心
か
ら
神
様
と
の
交
わ
り

を
欲
し
た
と
き
に
、
ミ
サ
と
い

う
機
会
に
恵
ま
れ
、
今
ま
で
見

て
い
た
神
様
を
思
い
出
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

彼
女
に
も
そ
の
場
に
い
た

私
に
も
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

ザ
ピ
エ
ル
さ
ま
の
散
歩
道

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
の
ザ
ビ
エ
ル
様

長

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
前
後

か
ら
急
に
寒
さ
が
増
し
て
、

正
月
前
後
は
鹿
児
島
県
内
で

も
雪
や
あ
ら
れ
が
降
っ
た
と

か
。
今
は
温
暖
化
が
進
み
、

昔
よ
り
は
暖
か
く
な
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
貧
し
い
身

な
り
で
鹿
児
島
に
来
た
ザ
ピ

エ
ル
様
の
苦
労
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。
「
私
た
ち
は
ホ
ン

ト
に
恵
ま
れ
て
い
る
な
あ
」

と
暖
か
い
部
屋
の
中
で
考
え

て
い
ま
し
た
。

恵
ま
れ
た
現
代
の
便
利
な

物
の
一
つ
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
」
を
検
索

し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

出
て
く
る
出
て
く
る
！
画
像

だ
け
で
四
百
七
十
件
、
文
書

も
合
わ
せ
る
と
二
万
千
五
百

件
も
出
て
き
ま
し
た
。
と
て

も
全
部
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
気
に
な
っ
た
も
の

だ
け
見
て
い
く
と
ザ
ビ
エ
ル

典
礼
聖
歌
研
修
会
の
お
知
ら
せ

日

時

2
月
ロ
日
（
土
）
同
時
i
m時
日
日
（
日
）
叩

時
加
分
j

U
時
必
分
、
日
時
j

H
時

場
所
ザ
ビ
エ
ル
教
会
講
師
一
深
堀
純
（
き
よ
し
）

氏
（
福
岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院
典
礼
聖
歌
指
導
者
）

内
容
主
に
聖
週
間
の
聖
歌
、
対
象
希
望
者
は
ど
な
た

で
も
。
参
ノ
加
無
料
。
ロ
日
は
主
に
聖
歌
隊
向
け
。

主
催
／
ザ
ビ
エ
ル
教
会

I <KA似 YANSEKSIYOル i

ゆ
か
り
の
地
、
ス
ペ
イ
ン
や

マ
カ
オ
、
ゴ
ア
、
山
口
、
大

分
な
ど
、
も
ち
ろ
ん
鹿
児
島

も
！
ザ
ビ
エ
ル
像
や
教
会
の

紹
介
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

中
に
は
個
人
の
旅
の
写
真
や

ぜ
ん
ぜ
ん
関
係
な
い
も
の
、

面
白
お
か
し
い
も
の
、
な
ど

な
ど
・
・
・
よ
く
も
こ
ん
な
に
あ

る
も
の
だ
と
一
種
の
感
動
す

ら
覚
え
ま
し
た
。

多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え

て
、
船
で
何
ヶ
月
も
か
け
て

日
本
に
来
た
ザ
ビ
エ
ル
様
の

こ
と
が
、
現
代
で
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
世
界
中

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

自
宅
に
い
て
そ
の
足
跡
を
た

ど
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
皆

さ
ん
も
一
度
見
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
？

へえ、滋ヨ幹部教会iま
今こうなんすミ a “

ザピヱル

名

瀬

林

明

子

夫
の
弾
く
三
昧
の
音
色
い
と
し
く
て
唄
い

続
け
て
わ
が
子
守
り
歌

鹿
児
島
春
山
マ
リ
子

窓
の
月
昔
を
想
い
懐
か
し
む
眠
り
ゆ
く
ま

ま
し
ば
し
遊
び
て

鹿
児
島
前
田
儀
子

ひ
と
筋
の
あ
を
き
悲
し
み
ひ
く
眠
り
覚
め

て
妹
の
句
集
ひ
も
と
く大

口

森

博

伸

う
た
を
書
く
三
十
一
文
字
に
納
め
得
ぬ
想
い

存
整
え
二
皇
夙
り
た
り

鹿
児
島
田
平
新
太
郎

白
梅
の
乱
る
る
花
を
追
ひ
か
け
て
里
に
咲

き
つ
ぐ
紅
梅
の
華
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